

































































　同紙の創刊号（前身紙『民衆新聞』からの通号で第 15 号。1927（昭和 2）年 1月 10 日）には，
4面に「コドモラン」と「婦人欄」が設けられている所に特徴がある。この点は例えば，無産政党
左派の労働農民党を後援する政治新聞で，当時の左翼メディアの代表紙だった『無産者新聞』紙上






運動』（晃洋書房，2020 年 3 月）に詳しい。
（4）　前掲拙著第五章及び，風間丈吉『『非常時』共産党』（三一書房，1976 年）153 頁他参考。
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うかがえる。しかしながら同欄は創刊早々の第 19 号（1927 年 3 月 6 日）以降姿を消し，以後定着
しない形に終わってしまう。
　また同紙では創刊号から白柳秀湖「怪行者不二丸」の連載が始まっている。著者の白柳に関して






1928 年 1 月号）他）を待たねばならない。そういう意味では，「社会講談」の第一人者である白柳
を有していた社会民衆党の方が一歩先を行っていたことは考慮される必要があろう。
　大なる期待と共に始まった意欲作「怪行者不二丸」だが，第 23 号で全 9回の連載を終了する。
そしてこれ以後『社会民衆新聞』紙上に読物記事の掲載がなされることはなかった。
　『社会民衆新聞』紙上に見られる社会民衆党の文化への取り組みとしてもう一つ重要なのが，党
主催の文化イベント「民衆の夕」である。1927 年 6 月 12 日に開催されたこの催しの「プログラム」
が，同紙第 24 号（5月 15 日）に掲載されており（文末表 a），映画と講演の二本立てを軸にした形
のシンプルな催しであることが見て取れる。












































　『社会民衆新聞』はその後 1928 年中に財政難で刊行不能に陥るが，翌 1929（昭和 4年）に刊行
が復活する。その間も「民衆の夕」は継続的な催しとして定着し，さらに新たな展開を見せていく。






の 1928 年及び，同組織改組・専門性強化で「プロレタリア映画同盟」（プロキノ）が誕生した 1929 年頃まで待た
ねばならない。また商業映画界で所謂「傾向映画」が盛んになるのも，この時期（藤森成吉原作「誰が彼女をさう
させたか」1930 年他）である。要するに 1927 年当時映画はプロレタリア文化の中の未開拓領域だったと言える。






























られるのは，2年後の 1931 年 6 月まで待たねばならない。同紙再刊第 29 号（1931 年 6 月 15 日）・






（10）　『社会民衆新聞』再刊第 6号（1929 年 5 月 25 日）。
（11）　『第五回大会報告書我等は如何に闘つたか 1930』（社会民衆党本部，昭和 5年 12 月 7 日）95 頁。また 1931 年
8 月の「夕」に関しては，32 年 1 月の大会報告書に詳細な収支記載があり，悪天候ながら「三百十九円六十七銭」






























関する記事掲載がなかった。次にプロレタリア文芸関連記事が登場するのは再刊第 20 号（1930 年




























































の文化に対する新しい動きを見ていきたい。32 年 7 月結党の社会大衆党と文化の関係を考える上
で，合同直前の両党の動きは非常に大きな意味を持ってくるからである。
　まず社会民衆党の方の動きである。同党のこの時期の重要な出来事としては，32 年 4 月 15 日の
赤松克麿らの脱党が挙げられる。
　赤松は党の草創期からの幹部であり，党機関紙部長・『社会民衆新聞』主幹として同紙刊行にも







　そして赤松らが新たに立ち上げた国家社会主義新政党「日本国家社会党」（32 年 5 月 29 日結党）
では，赤松を中心に再び文化へのアプローチが試みられることとなる。
　32 年 8 月 25 日，同党の関係者を中心とする「党支持ノ大衆的文化団体」として「日本国民文化
（15）　以上見てきたようなプロレタリア文化に関するまなざしは，社会民衆党の党外政治新聞『民衆新聞』でも共通

















































（1900 ～ 1973 年）について少し整理しておく（19）。
　田原は福岡県京都郡行橋町（現行橋市）出身。早稲田大学専門部を卒業後渡米，帰国後朝日新聞























（18）　全国労農大衆党「組織委員会々議報告」（1932 年 4 月 12 日。大原「政党 17-10」）。
（19）　『近代日本社会運動史人物大事典』3（日外アソシエーツ，1997 年）373-374 頁，町田聡「田原春次再考――
聞き取りと新資料から」（『リベラシオン人権研究ふくおか』No.138（社団法人福岡県人権研究所，2010 年 6 月））
96 頁他を参考。
（20）　田原春次書簡（1931 年 11 月 16 日。大原「TM-2」）。
（21）　広野八郎『葉山嘉樹・私史』（たいまつ社，1980 年）72 頁。




























































































　以上見てきたような目算外れを抱えながら，32 年 6 月 19 日新文化団体「労農文化聯盟」は誕生
した。しかし誕生後「聯盟」として特筆すべき活動が行われたような形跡は見当たらず，前述した
「日本国民文化同盟」と同様・同時期に有名無実の団体となってしまった（32）。











　前身紙『社会民衆新聞』を第 39 号（1932 年 8 月 15 日）より改題した同紙では，文化関連記事









































（35）　『朝日新聞』1932 年 4 月 12 日。新文化団体の準備会でも，「大衆党芝支部，深川支部方面でプロスポーツ道場




も組み入れた形の救援会組織構築が提起されている（「第三回常任中央委員会議案」1932 年 1 月 10 日（国立国会




（37）　「独立作家クラブ」設立趣意書（『文学評論』3（1）（24）（ナウカ社，1936 年 1 月）131 頁）。































（39）　戸坂潤「帝国芸術院余論」（1936 年 7 月 15 日），刀田八九郎「文化確立の運動」（7月 28 日）。後者では，従来
日本のインテリ層の間に「ロシア文化の引き写し」が多かったが，これからは「日本の再認識」「日本文化の確立」
が必要であり，社会大衆党も「かうした文化運動に積極的な関心を示すべき」だと述べられている。
（40）　「文化を探る」と題し「空也上人の像元寇と美術」（125 号（1938（昭和 13）年 12 月 15 日）），「浅草の掘出物
堅実な娯楽性」（126 号（1939（昭和 14）年 1月 1日），「常盤・静・巴皮相なデパート文化」127 号（（1月 21 日））
のルポ記事が掲載されるが，短期間で連載終了となる。
（41）　『社会大衆新聞』130 号（1939 年 4 月 10 日）。
（42）　『社会大衆党昭和八年度大会議案』（昭和 8年 12 月 8～10 日。大原「政党 18-2」）21 頁。
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※『社会民衆新聞』第 24 号（1927 年 5月15日），再刊第 6号（1929 年 5月25日），再刊第 30 号（1931 年 7月25日），「インタナシヨナ
ルの夕べ報告書」〔1930 年〕9月29日，大原「政党 16-19」），田原春次書簡（1931 年 11月16日，大原「TM-2」）を元に筆者が作成。
